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津
地
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　新市まちづくり計画の策定にあたり、幅広いご意

見をいただくために昨年の５月に設置された新市建

設計画策定懇話会が、３月17日の懇話会で終了しま

した。

　今まで行われた懇話会の中で、委員のみなさんか

らは、教育、福祉、産業などのそれぞれの専門分野

や地域にお住まいの立場から活発なご意見、ご要望

が出されました。

　４月５日には、懇話会の大原会長と雨宮副会長か

ら近藤協議会会長へ、懇話会で委員のみなさんから

いただいたご意見などが報告されました。
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新市建設計画策定懇話会

が終了
〜関連記事は５頁〜
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議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

①慣行の取扱いについて　　　　　　　　①原案確認

②各種事務事業の取扱いについて　　　　②原案確認

　（国内・国際交流関係） 議論を重ね確認される合併協定項目

◆協議事項◆

議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

③各種事務事業の取扱いについて　　　　③原案確認

　（農林水産関係その３）

慣行の取扱い

慣
行
の
取
扱
い
の
状
況

第20回津地区合併協議会での議事

　３月４日、津市役所大会議室で第20回津地区合併協

議会が開催されました。

　協議事項では、慣行の取扱いと各種事務事業の取扱

いの中で、国内・国際交流関係と農林水産関係の一部

を協議しました。

　また、新市まちづくり計画は、協議会や新市建設計

画策定懇話会、住民意見交換会などのご意見を踏まえ

修正を行ってきましたが、今回、最終案（ただし、財

政計画の項目を除く。）が示されました。

　協議された事項と結果は次のとおりです。

　慣行の取扱いは、これまでに協議

会で協議や報告をし、確認された内

容をまとめたものが、合併協定項目

として確認されました。

　新市の市章、市民歌、市民憲章、

市の木・花・鳥は、新市で新たに定

めます。

　また、交通安全や暴力追放、非核

平和などに関する各種宣言について

も、新市で新たに定めます。

市町村名 津　　市 久 居 市 河 芸 町 芸 濃 町 美 里 村 安 濃 町 香良洲町 一 志 町 白 山 町 美 杉 村

津市民歌

津市民憲章

ツツジ

−

−

−

市町村民歌

市町村民憲章

市町村の花木

市町村の木

市町村の花

市町村の鳥

−

久居市民憲章

モクセイ

−

−

オオタカ

河芸町民歌

河芸町民憲章

サツキ

クロマツ

花ショウブ

−

−

芸濃町民憲章

−

椋の木

ササユリ

キジ

−

美里村民憲章

−

ケヤキ

ツツジ

ウグイス

−

安濃町民憲章

−

スギ

スプレー菊

−

−

香良洲町民憲章

−

クロマツ

梨花

−

−

一志町民憲章

−

スギ

コスモス

ウグイス

白山町民歌

白山町民憲章

−

ヒノキ

ミヤマツツジ

ウグイス

美杉村村歌

美杉村民憲章

−

スギ

シャクナゲ

ヤマドリ

津市章 久居市章 河芸町章 芸濃町章 美里村章 安濃町章 香良洲町章 一志町章 白山町章 美杉村章

市町村章など

各種事務事業の取扱い

（国内・国際交流関係）

　国内・国際交流事業は、これまで

に協議会で協議や報告をし、確認さ

れた内容をまとめたものが、合併協

定項目として確認されました。

　国内交流事業は、新市に移行後速

やかに調整します。

　国際交流事業の姉妹都市に関する

ことは、津市の例により調整し、友

好都市に関することは、新市に移行

後速やかに調整します。

各種事務事業の取扱い

（農林水産関係その３）

【生産調整関係】

　生産調整関係は、合併と同時に新

たに制度を制定することが確認され

ました。

　現在の市町村単位に地域水田農業

推進協議会を設け、交付金の助成基

準は、それぞれの地域水田農業推進

協議会で決定します。

　国際交流一般事業は、新市に移行

後速やかに調整します。



議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

①教育文化部会教育総務分科会の事務　　①原案承認

　事業調整方針について

②教育文化部会学校教育分科会の事務　　②原案承認

　事業調整方針について

③教育文化部会人権教育分科会の事務　　③原案承認

　事業調整方針について

◆報告事項◆

議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

①平成16年度津地区合併協議会事業計　　①原案可決

　画について

②平成16年度津地区合併協議会予算に　　②原案可決

　ついて

③各種事務事業の取扱いについて（交　　③原案確認

　通関係）

合
併
協
議
会
の
事
業
計
画
な
ど
を
協
議

◆協議事項◆

第21回津地区合併協議会での議事

　３月19日、サンデルタ香良洲多目的ホールで第21

回津地区合併協議会が開催されました。

　報告事項では、教育文化部会の３分科会の事務事

業調整方針が報告され、すべて承認されました。

　協議事項では、平成16年度津地区合併協議会の事

業計画と予算、また、各種事務事業の取扱いの中で

交通関係が協議されました。

　また、前回の協議会で示された新市まちづくり計

画の最終案（ただし、財政計画の項目を除く。）に対

して、委員から意見が出されました。

　協議された事項と結果は次のとおりです。

　新市単独交付金は、平成16年度か

らの米政策改革に対応するための新

たな制度を設け、平成17、18年度の

２年間それぞれの地域水田農業推進

協議会へ交付します。

　なお、平成19年度以降は、国の動

向を見ながら新たに制度を制定しま

す。

　新市単独交付金は、①、②、③の額を加算した額です。

①平成14年度の個人達成面積　２円／㎡

②平成14年度の経営確立助成面積　２円／㎡

③市町村の平成13、14年度単独生産調整補助金決算額平均の５割

〈３〉

平成16年度

　津地区合併協議会では、合併に向けて今年度

は次のような事業に取り組みます。

協議会の運営

事務事業の協議

啓発活動

■合併協定書調印

■協議会の開催（12回程度）

■幹事会の開催（24回程度）

■専門部会・分科会の開催（随時）

■監査会の開催（３回）

■合併に係る各種手続き

■合併協定項目の協議

■事務事業の細部調整

■各種事務事業統合作業

■各種調査委託事業

■合併協議会だよりの発行（月１回）

■ホームページの運営（随時更新）

■市町村合併ＰＲ事業

■合併啓発用品の調達

■構成市町村での住民説明会の実施

■ポスターの作成および掲示

■新市の行政情報をまとめた「（仮称）

　市民のくらし」の発行

事 業 計 画

新市の単独交付金制度
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各種事務事業の取扱い

（交通関係）

住
民
の
大
切
な
足
と
な
る
バ
ス

　バス関連事業は、合併時は現行ど

おりとし、住民サービスが低下しな

いよう、合併後３年をめどに効率的

なバスシステムの構築を目指すこと

が確認されました。

　現在市町村で実施している福祉バ

スや保育所登所バス、コミュニティ

バス、第３種生活路線維持費補助な

どの地方バス路線関連業務は、合併

時は現行どおりとし、新市で調査検

討を行い、合併後３年をめどに効率

的なバスシステムを構築する方向で

調整します。

　なお、幼稚園や小中学校のスクー

ルバスは存続することとし、スクー

ルバス以外の利用についても、効率

的なバスシステム構築の検討の中で、

有効的な利用が図られるよう、他の

バス事業と同時に調整を行います。

◆歳　入◆ （単位：千円）

（単位：千円）◆歳　出◆

　今年度の津地区合併協議会の歳入歳出の総額

は、歳入歳出それぞれ5，600万2，000円です。

詳しくは、次のとおりです。

歳 入 歳 出 予 算

平成16年度

款

１分担金及び負担金

２県支出金

３繰 越 金

４諸 収 入

　歳　入　合　計

50，000

50，000

5，000

5，000

1，000

1，000

2

1

1

56，002

構成市町村負担金

合併推進補助金

前年度繰越金

預金利子

雑収入

１負担金

１県補助金

１繰越金

１預金利子

２雑入

項　目 金　額 内　　訳

1，444

1，880

4，666

55

261

80

70

200

756

13

480

110

1，791

207

200

1，375

100

1，330

4，800

30

13，317

905

2，680

18，802

150

300

56，002

13，688

13，688

42，014

42，014

300

300

56，002

款

１総務費

２事業費

３予備費

歳　出　合　計

１総務管理費

１事業推進費

１予備費

委員報酬

普通旅費

消耗品費

燃料費

食糧費

印刷製本費

光熱水費

修繕費

通信運搬費

保険料

委託料

使用料

事務用機器借上料

自動車リース料

事務用備品購入費

負担金

賠償金

謝礼

消耗品費

食糧費

印刷製本費

手数料

広告料

委託料

使用料

予備費

項　目 金　額 内　　訳 金　額
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開催日 場　　所

新市建設計画策定懇話会の経過

構成市町村の職員人事交流

津地区合併協議会委員

　三重県の人事異動により、協議会

委員に変更がありました。

主　　な　　内　　容

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

平成15年

５月22日

津リージョン

プ　 ラ　 ザ

委嘱式、合併を取り巻く現状などの説明

新市建設計画の序論、概況、基本理念な

どの検討

フリートークによる意見交換

新市まちづくり計画（原案）の基本政策、

土地利用および都市構造の基本方向、将

来フレーム、まちづくり推進のための方

策、新市の施設などの検討

新市まちづくり計画（修正原案）の検討

新市まちづくり計画（修正原案）の主な

事業、財政計画の検討

新市まちづくり計画（最終案）の検討（た

だし、財政計画の項目を除く。）

氏　　　名配　属　先 氏　　　名配　属　先

津リージョン

プ　 ラ　 ザ

津リージョン

プ　 ラ　 ザ

津リージョン

プ　 ラ　 ザ

久居市中央

公　 民　 館

津リージョン

プ　 ラ　 ザ

津リージョン

プ　 ラ　 ザ

６月26日

８月１日

９月１日

10月31日

11月13日

平成16年

３月17日

　３月17日、津リージョンプラザで

第７回新市建設計画策定懇話会が開

催されました。

　会議では、第20回の合併協議会で

示された新市まちづくり計画の最終

案（ただし、財政計画の項目を除く。）

の説明がありました。

　これに対して委員から、公共施設

の適正配置と整備に係わって、地域

での高齢化が進んでいるので既存施

設は残してほしい、また、計画全体

に係わって、それぞれの地域が連携

できるような新市全域を考えた施策

を検討してほしいなどの要望があり

ました。

　構成市町村の職員人事交流が４月

１日から始まりました。

第７回新市建設計画

策定懇話会

役　　　職

三重県津地方県民局長

氏　　　名

青　木　彰　彦

津 市 課 税 課

津市消防本部消防総務課

津 市 消 防 本 部 予 防 課

津 市 立 大 里 幼 稚 園

津 市 市 民 交 流 課

津 市 高 齢 福 祉 課

津 市 立 育 生 幼 稚 園

津 市 市 民 課

津 市 情 報 企 画 課

津 市 収 入 役 室

久 居 市 水 道 課

木田　　実（久居市から）

多川　敏一

（久居地区広域消防組合から）

河 芸 町 立 豊 津 幼 稚 園

芸 濃 町 産 業 課

香 良 洲 町 福 祉 課

香良洲町立香良洲幼稚園

一 志 町 税 務 課

白 山 町 税 務 課

白山町文化・教育施設開設準備室

美 杉 村 産 業 振 興 課

久 居 地 区 広 域 消 防 組 合

警 防 課 通 信 指 令 室

久 居 地 区 広 域 消 防 組 合

警 防 課 通 信 指 令 室

中尾　純子（津市から）

竹村　　健（津市から）

塚田　　仁（津市から）

大市　尚美（津市から）

山本　裕介（津市から）

西澤　幸生（津市から）

田中美代子（津市から）

野田　浩司（津市から）

前川　稔彦

（津市消防本部から）

山口　敬正

（津市消防本部から）

松本　博行

（久居地区広域消防組合から）

前畑みち代（河芸町から）

杉谷　育生（芸濃町から）

北山　良樹(香良洲町から）

長谷川弘子（香良洲町から）

澤田　和也（一志町から）

藤田　定彦（白山町から）

上嶋　幹久（美杉村から）

江川　和宏（津市から）



〈６〉

お便りのご紹介

　市町村合併について、協議会事務局にたくさんのご意

見・ご要望をいただきありがとうございます。

　お便りの中から、要約整理してご紹介します。

・合併によってあらゆる面が肥大化することで、弱者

　を切り捨てるような施策はしないでほしい。だれも

　が将来に希望を持てる新市にすべきだ。

・水道料金などの公共料金を早く住民に示すべきだ。

・新市の誕生は、地域の活性化のためにも賛成ですが、

　規模が大きくなり細かな意見が反映されにくくなる

　のではないか。

・合併の必要性を大きな視野に立って考えれば、新市

　の議会議員は法定数で選挙を実施して決めるべきだ。

・情報公開をさらに進め、住民の意見が反映されるシ

　ステムを作って全国に誇れる新市にしてほしい。

・地域審議会の委員に住民代表を増やし、多くの声を

　反映してほしい。

・政治のためではなく、住民のための合併であるべき

　だ。

・２次、３次救急医療のできる病院を新しく建設して

　ほしい。

・新市でのごみ処理は、すべての住民が公平感、安心

　感が持てる施策をしてほしい。

・合併の目的は、歳出を抑えて住民サービスを向上さ

　せることだ。住民にとって目に見える変化を期待す

　る。

・新市のすべての保育園で延長保育を実施してほしい。

・バランスの取れた健全な自治体を後世に残すべきだ。

　無駄を徹底的に検証して効率的な自治体運営を期待

　する。

・今回の合併は国の方針によるものである。本来の合

　併は市町村の自主的な判断や地域の合意によって行

　われるべきだ。

・将来を担う子どもの安全を守るため、各小中学校に

　警備員の配備などをしてほしい。

・街の良さとは面積が大きいことや人口が多いことで

　はない。大型開発ばかりでなく、今の街並みを生か

　した開発を行うべきであり、歴史的景観や遺産を大

　切にすべきだ。

※　紙面の都合上、お寄せいただきましたお便りの一

　部しか掲載できませんが、ホームページでもご紹介

　していますのでご覧ください。

〈平成16年２月２日から３月末日到着分まで（件）〉

市町村名

津　　　市

久　居　市

河　芸　町

芸　濃　町

美　里　村

安　濃　町

香 良 洲 町

一　志　町

白　山　町

美　杉　村

不　　　明

合　　　計

平成15年４月
分からの合計

39

19

10

4

5

3

2

5

9

9

3

108

810

28

6

8

1

2

3

−

3

2

5

1

59

483

8

8

−

1

2

−

2

2

6

2

1

32

247

3

5

2

2

1

−

−

−

1

2

1

17

80

−

1

−

−

−

1

−

−

−

−

−

2

10

2

3

1

−

−

−

−

1

1

−

−

8

72

6

2

1

1

1

−

−

−

−

1

1

13

97

5

1

−

−

−

−

1

2

3

2

−

14

127

10

3

4

−

1

2

−

−

2

4

−

26

203

11

3

1

1

−

−

1

2

2

−

−

21

164

2

−

1

−

1

−

−

−

−

1

1

6

21

3

6

2

2

2

−

−

−

1

1

1

18

116

お便り
件　数

男 女 不明
29歳
以下

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
80歳
以上

不明
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ご協力ありがとうございました。

▼ご意見欄

市町村合併について

　　ご意見・ご要望を

　　　　お寄せください

　津地区合併協議会では、住民のみなさんから市町

村合併に関する幅広いご意見やご要望をいただきな

がら、今後の協議に役立てたいと考えています。

　すでに多くのご意見をお寄せいただいております。

こうしたご意見は、事務局で取りまとめ、今後の紙

面でできる限りご紹介していきます。

●性別　　男　・　女　　　　●年齢　　　　歳

●住所　　津　市　・　久居市　・　河芸町

　　　　　芸濃町　・　美里村　・　安濃町

　　　　　香良洲町・　一志町　・　白山町

　　　　　美杉村　・　その他（　　　　）

▼次のご意見を公表してもよろしいですか

　　　　　は　い　　・　　いいえ

●合併の方式

●合併の期日

●新市の名称

●新市の事務所の位置

★財産の取扱い

○議会の議員の定数及び任期の取扱

　い

○農業委員会の委員の定数及び任期

　の取扱い

★地方税の取扱い

●地域審議会の取扱い

○一般職の職員の身分の取扱い

○特別職の職員の身分の取扱い

●条例、規則等の取扱い

●事務組織及び機構の取扱い

★一部事務組合等の取扱い

★使用料、手数料等の取扱い

○公共的団体等の取扱い

○附属機関の取扱い

○補助金、交付金等の取扱い

●町、字の区域及び名称の取扱い

●慣行の取扱い

★国民健康保険事業の取扱い

★介護保険事業の取扱い

●消防団の取扱い

★自治会等の取扱い

　各種事務事業の取扱い

　●男女共同参画関係

　★人権施策

　●国内・国際交流関係

　●電算システム関係

　★広報広聴関係

　★納税関係

　★消防防災関係

　●交通関係

　★窓口業務

　★保健衛生関係

　○診療所(直営）

　○障害者福祉事業

　★高齢者福祉事業

　○児童福祉事業

　○生活保護事業

　★その他の福祉関係

　★ごみ対策関係

　★環境対策関係

　★農林水産関係

　★商工・観光関係

　★都市計画関係

　★建設関係

　◎下水道事業

　◎上水道事業

　●市立学校の通学区域

　★学校教育関係

　★文化振興関係

　★生涯学習関係

　○社会福祉協議会

　★その他

○新市建設計画

　●基本方針がすべて確認された項目

　★基本方針の一部が確認された項目

　◎提案された項目

　○今後協議される項目

合
併
協
定
項
目

　
津
地
区
合
併
協
議
会
で
は
、
協
議
会
規
約
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
合
併
す
る
た
め
に
必
要
な

次
の
項
目
︵
合
併
協
定
項
目
︶
に
つ
い
て
現
在
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
協
議
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
合
併
協
議
会
だ
よ
り
の
各
号
で
住
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
合
併
協
定
項
目
は
変
更
や
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
協
議
の
進
ち
ょ
く
状
況
◆

︵
平
成
16
年
３
月
19
日
現
在
︶

1605

印
の
見
方



合併協議会だよりは古紙配合率
100％の再生紙を使用しています。

ご住所

お名前

※差し支えなければ、ご記入ください。

料金受取人払

津中央局

承　　認

差出有効期間

平成17年３月

末日まで有効

　●切手不要

1273
津市西丸之内23番１号

津地区合併協議会事務局　行

（津リージョンプラザ３階）

5 1 4 8 7 6 5 ︵
　
切
　
り
　
取
　
り
　
線
　
︶

（　山　折　り　）

〜みんなで考えよう！市町村合併〜

　市町村合併についてのご意見・ご要望を事務局まで

お送りください。

　裏面のご意見欄と所定のアンケート項目にご記入の

上、点線部分に沿って切り取ると返信用の封筒になり

ます。

　下図のように二つ折りにしてのり付けした上で、郵

送してください。（切手は必要ありません）

→の
り
し
ろ

のりでとめてください。切り取り線に沿ってページ
から切り離します。

山折り

返信用封筒の作り方

津市西丸之内23番１号

津地区合併協議会事務局　行

（津リージョンプラザ３階）

5 1 4 8 7 6 5

４月１日　　構成市町村の職員人事交流が始まる

　　15日　　第22回津地区合併協議会を開催

　　28日　　第23回津地区合併協議会を開催

５月１日　　合併協議会だより第14号を発行

最近の動き

編集/発行

津地区合併協議会事務局
（津リージョンプラザ３階）

〒514−8611　津市西丸之内23番１号

☎059（229）3450／FAX059（229）3451

Eメール　gappei@city.tsu.mie.jp

ホームページ　http://www.tsu-gappei.jp

●第24回津地区合併協議会

と　き　５月13日（木）、午後１時〜

ところ　津市センターパレスホール（津センターパレ

　　　　ス５階）

●第25回津地区合併協議会

と　き　５月27日（木）、午後１時〜

ところ　津市役所大会議室Ａ（８階）

※　変更する場合がありますので、傍聴を希望される

　人は、事前に事務局へご確認ください。

津　　市　　　　　　　　安 濃 町

久 居 市　　　　　　　　香良洲町

河 芸 町　　　　　　　　一 志 町

芸 濃 町　　　　　　　　白 山 町

美 里 村　　　　　　　　美 杉 村

　平成16年２月１日現在の人口（外国人含む。）。

　ただし、津市、河芸町、香良洲町は、平成16年

３月１日現在。

協議会の開催予定

〈８〉

165，199人

41，715人

18，296人

8，755人

4，312人

11，495人

5，527人

15，239人

13，566人

7，046人

構成市町村の人口

　　　　　　291,150人


